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信
者
の
皆
さ
ん
は
受
洗
さ
れ
た
時
か
ら

キ
リ
ス
ト
の
体
で
あ
る
教
会
に
結
ば
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
体
を
養
成
し
て
い
く
の
は

大
事
な
使
命
で
す
。
聖
霊
の
賜
物
に
よ
っ

て
強
め
ら
れ
、
社
会
の
挑
戦
が
あ
っ
て
も

キ
リ
ス
ト
信
者
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
キ
リ

ス
ト
の
福
音
を
証
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
神
の
掟
、
特

に
十
戒
や
そ
れ
の
ま
と
め
で
あ
る
イ
エ
ス

の
愛
の
掟
つ
ま
り
、
神
を
愛
す
る
こ
と
と

隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
す
る
こ
と
で
あ 

り
、
豊
か
な
実
り
を
結
ん
で
い
ま
す
。
キ

リ
ス
ト
信
者
は
神
の
掟
を
守
り
な
が
ら
、

教
会
の
伝
承
か
ら
得
た
五
つ
の
お
き
て
も 

守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
性
的
に
成
長
で

き
る
の
で
す
。 

 

教
会
の
第
一
の
お
き
て
は
、「
主
日
と
守

る
べ
き
祭
日
に
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、
肉
体

労
働
を
休
む
こ
と
」
で
す
。
主
日
は
主
の

復
活
を
記
念
す
る
日
で
あ
り
、
共
同
体
と

一
緒
に
信
仰
と
愛
を
こ
め
て
、
命
の
与
え

主
で
あ
る
神
に
賛
美
を
捧
げ
る
日
で
す
。

私
た
ち
キ
リ
ス
ト
信
者
が
共
同
体
と
し

て
、
主
日
に
教
会
に
集
い
、
ミ
サ
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
日
を
聖

と
す
る
の
で
す
。 

 

教
会
の
第
二
の
お
き
て
は
、「
少
な
く
と

も
一
年
に
一
度
は
罪
を
告
白
す
る
こ
と
」

で
す
。「
ゆ
る
し
の
秘
跡
」
は
、
そ
の
恵
み

と
し
て
信
者
を
エ
ウ
カ
リ
ス
チ
ア
へ
の
準

備
を
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
日
常
生

活
も
赦
し
合
う
こ
と
で
幸
せ
に
な
る
か
ら

で
す
。 

 

教
会
の
第
三
の
お
き
て
は
、「
少
な
く
と

も
復
活
節
の
間
に
エ
ウ
カ
リ
ス
チ
ア
（
聖

体
）
の
秘
跡
を
受
け
る
こ
と
」
で
す
。
キ

リ
ス
ト
教
信
仰
の
起
源
で
あ
り
、
中
心
で 

 

秋
号 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版 

 

２
０
１
８
年 

あ
る
復
活
節
の
間
に
、
拝
領
す
る
こ
と
は
、

非
常
に
意
味
深
い
こ
と
で
す
。 

 

教
会
の
第
四
の
お
き
て
は
、「
教
会
が
定

め
た
、
大
斎
・
小
斎
の
日
を
守
る
こ
と
」

で
す
。
大
斎
は
、
灰
の
水
曜
日
と
聖
金
曜

日
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
受
難
を
思
い
、

感
謝
と
礼
拝
の
心
で
、
犠
牲
を
さ
さ
げ
る

の
で
す
。
小
斎
は
、
肉
食
を
さ
け
る
こ
と

で
す
。
犠
牲
す
る
こ
と
は
余
っ
た
も
の
か

ら
で
は
な
く
、
愛
の
業
や
、
節
制
な
ど
に

よ
っ
て
も
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。
こ
の
お
き
て
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
制
心
を
養
い
、
心
の
自
由
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

教
会
の
第
五
の
お
き
て
は
、「
教
会
の
維

持
費
を
負
担
す
る
こ
と
」
で
す
。
教
会
の

維
持
費
と
は
、
教
会
の
建
物
の
維
持
管
理
、

司
祭
の
養
成
と
扶
助
、
そ
の
他
、
教
会
が

行
う
宣
教
活
動
の
諸
費
用
に
あ
て
ら
れ
る

も
の
で
す
。
信
者
に
は
お
の
お
の
の
分
に

応
じ
て
教
会
の
財
政
を
助
け
る
義
務
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

最
低
限
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
教

会
の
五
つ
の
お
き
て
」
は
、
論
理
的
な
努

力
も
せ
ず
、
教
会
の
秘
跡
的
生
活
の
実
際

に
参
加
す
る
こ
と
も
な
く
、
教
会
と
連
帯

し
た
結
び
つ
き
を
持
た
な
い
キ
リ
ス
ト
者

は
い
な
い
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る

も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
教
会
の
お
き
て

は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
義
務
な
ん
で
す
。

† 
(
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ト
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ッ
ク
教
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ス
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き
、
お
祝
い
会
で
は
教
会
学
校
の
子
供
た
ち
と
皆

さ
ん
で
菊
地
大
司
教
様
作
詞
作
曲
の
「主
と
共
に
」

を
歌
い
、
Ａ 

さ
ん
、
Ｂ 

さ
ん
、
Ｃ 

さ
ん
の
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
、
そ
し
て
、
今
年
は
Ｄ 

さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
と
和
や
か
な
心
温
ま
る
感
謝
の
集
い
と
な
り
ま

し
た
。 

 

●
九
月
十
七
日 

下
瀬
智
久
神
学
生
終
生
誓
願
式 

 

高
幡
教
会
か
ら
約
三
十
名
の
方
々
が
初
台
教
会

で
の
十
一
時
の
終
生
誓
願
式
に
参
列
し
、
そ
の
後 

パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
下
瀬
神
学
生
の
今

後
の
司
祭
叙
階
、
修
道
生
活
の
た
め
に
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。 

           

●
十
月
八
日 

 

永
山
教
会
バ
ザ
ー 

 

姉
妹
教
会
と
し
て
交
流
し
て
い
る
永
山
教
会

の
バ
ザ
ー
に
今
年
も
高
幡
教
会
か
ら
ミ
カ
エ
ル

シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
。
由
木
教
会
も
出
店
し
て
お

り
、
三
教
会
の
交
流
が
二
月
の
交
流
会
だ
け
で
は

な
く
、
さ
つ
き
祭
、
バ
ザ
ー
と
繋
が
り
が
太
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。 

今
年
の
委
員
会
も
来
年
の
信
徒
総
会
へ向
け
て
の

準
備
を
始
め
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
八
月
の
あ
ゆ

み
、
夏
キ
ャ
ン
プ
号
以
降
に
つ
い
て
の
活
動
を
報
告
い

た
し
ま
す
。 

 

●
九
月
八
日 

テ
ゼ
の
祈
り
の
集
い 

 

六
月
よ
り
高
幡
教
会
、
府
中
教
会
、
聖
公
会
聖

マ
ル
コ
教
会
（
分
倍
河
原
）
の
三
教
会
持
ち
回
り
で
行

う
こ
と
に
な
り
、
三
か
月
に
一
度
、
高
幡
教
会
で
は

青
年
た
ち
、
中
高
生
を
中
心
に
、
進
め
て
い
ま
す
。

静
か
な
祈
り
の
時
間
を
、
と
も
に
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
次
回
は
、
十
二
月
八
日
（
土
）
十
八
時
半
で
す
。 

 

●
九
月
九
日 

敬
老
の
ミ
サ
、
ミ
サ
後
お
祝
い
会 

 

ご
ミ
サ
に
は
三
十
六
名
の
方
々
の
出
席
を
頂

き 

信
徒
会
だ
よ
り 

信
徒
会
委
員
長 

 

一生の間、神にすべてを捧げることを

誓願する下瀬神学生の「終生誓願式」 

 

 

●
十
月
二
十
一
日 

 

秋
ま
つ
り 

 

今
年
は
、
秋
晴
れ
の
中
、
例
年
の
出
店
（
コ
ー
ヒ

ー
・
カ
レ
ー
・
お
で
ん
・
さ
ん
ま
・
炊
き
込
み
ご
飯
・
ホ

ー
リ
ー
グ
ッ
ズ
・手
作
り
品
・フ
リ
マ
等
）を
囲
み
、
前

庭
で
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
献
金
は
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
献
金
と
被
災
地
献
金
に
振
り
当
て
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

ザビエル神父様から病者の塗油を受ける 

 

  

 

上：秋まつりテントの花が前庭に 

下：今年も高幡特製カレーです 

上：美味しいおでんですよ 

下：最後にテゼの歌で終わりました 
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十
月
八
日
体
育
の
日
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地

区
の
Ｆ
さ
ん
の
ご
自
宅
に
ザ
ビ
エ
ル
神
父
様
を
お

招
き
し
、
信
徒
八
名
が
出
席
し
て
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
地
区
家
庭
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
神
父
様
が
ご
用
意
下
さ
っ
た
プ
リ
ン

ト
に
沿
っ
て
、
「
ガ
リ
ラ
ヤ
の
風
か
お
る
丘
で
」
を
皆

で
歌
っ
た
後
、
詩
編
を
唱
和
し
、
福
音
朗
読
に
耳

を
傾
け
、
結
び
の
祈
願
を
唱
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

福
音
朗
読
箇
所
（
ル
カ
一
〇
：
三
八
～
四
二
）
に
つ

い
て
、
皆
で
思
い
や
考
え
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。 

こ
の
箇
所
で
は
、
主
の
話
に
聞
き
入
っ
て
も

て
な
し
の
手
伝
い
を
し
な
い
マ
リ
ア
に
対
し
て 

教
会
家
族
を
感
じ
た
家
庭
集
会 

 

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
家
庭
集
会 

秋
晴
れ
の
十
月
七
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
高
幡
教
会
の

礎
を
築
き
、
信
徒
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
初
代
主
任

司
祭
ロ
ワ
ゼ
ー
ル
神
父
様
と
助
任
司
祭
六
名
を
派

遣
し
て
下
さ
っ
た
ケ
ベ
ッ
ク
外
国
宣
教
会
の
来
日
七

十
周
年
記
念
ミ
サ
・
祝
賀
会
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
赤
堤

教
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
幡
教
会
か
ら
十
数
名

が
感
謝
と
お
祝
を
ご
一
緒
す
る
恵
み
に
与
り
ま
し

た
。 菊

地
功
大
司
教
司
式
の
ミ
サ
は
、
入
祭
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
ケ
ベ
ッ
ク
会
員
の
自
己
紹
介
。
子
供
達
の

歌
、
大
司
教
様
へ
の
子
供
達
か
ら
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
霊
名
タ
ル
チ
シ
オ
に
つ
い
て
大
司
教
様
は
分
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
「
侍
者
の
守
護
聖
人
」
で
あ
る

事
を
侍
者
の
少
年
に
お
答
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
杖

の
意
味
、
ミ
ト
ラ
の
意
味
、
三
つ
の
質
問
が
終
る
頃
、

聖
堂
は
厳
粛
な
中
に
も
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
式
次
第
は
す
す
み
ま
し
た
。 

 

記
念
ミ
サ
に
与
る 

 

ケ
ベ
ッ
ク
外
国
宣
教
会
来
日
七
十
周
年 

●
報
告
事
項 

 ○
朗
読
奉
仕
グ
ル
ー
プ
の
発
足 

九
月
に
二
回
の
集
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。
発
足
し

た
経
緯
の
ひ
と
つ
に
、
地
区
委
員
に
よ
る
主
日
の
朗

読
者
決
め
が
大
変
な
の
で
、
少
し
で
も
軽
減
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
主
日
の

朗
読
全
て
を
グ
ル
ー
プ
に
移
行
し
な
く
て
も
と
私
は

思
う
の
で
す
が
。
皆
さ
ん
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

十
一
月
の
拡
大
委
員
会
で
集
約
を
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
地
区
委
員
の
方
に
ご
意
見
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。 

 ○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ピ
ッ
ト
内
の
不
具
合 

六
月
の
初
め
て
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
保
守
点
検
で
ピ

ッ
ト
内
に
水
が
溜
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
九
月
の

第
二
回
目
の
保
守
点
検
ま
で
の
三
カ
月
で
十
二
ミ

リ
の
水
が
溜
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
設

に
携
わ
っ
た
Ｅ
さ
ん
を
中
心
に
施
工
会
社
と
そ
の
水

が
漏
水
な
の
か
、
結
露
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
現
在

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 ○
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会 

十
一
月
十
八
日
九
時
ミ
サ
一
回
の
大
掃
除
の
日

に
掃
除
の
後
十
一
時
二
十
分
よ
り
十
二
時
ま
で
行

い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 ○
高
幡
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
更
新 

 

「
あ
ゆ
み
」
も
前
号
か
ら
Ｈ
・
Ｐ
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 
h
ttp

:/
/
w
w
w
.cctakah

ata.jp
/

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 

 

っ
て
し
ま
い
、
祈
り
を
忘
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
」と
い

う
お
話
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

久
し
ぶ
り
の
家
庭
集
会
で
し
た
が
、
皆
で
心
を
開

い
て
語
り
合
い
、
私
達
が
教
会
家
族
で
あ
る
こ
と
を

感
じ
る
集
い
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
に
当
た
っ

て
、
教
会
に
な
か
な
か
来
ら
れ
な
い
方
々
に
お
電
話

し
、
近
況
を
伺
え
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。 

 

心
を
乱
し
た
マ

ル
タ
に
、
主
が

「
必
要
な
こ
と

は
た
だ
一
つ
だ

け
」
「
マ
リ
ア
は

良
い
方
を
選
ん

だ
」
と
お
答
え
に

な
り
ま
す
。
聖
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
の

「
祈
り
働
く
」
と

い
う
言
葉
を
引

用
さ
れ
て
、
神
父

様
か
ら
の
「
私
達

高

幡

は
得
て
し

て
働
く
だ
け
に
な

っ
て 

 



 

戦
後
間
も
な
い
青
森
の
困
難
な
厳
し
い
現
実
の

中
で
の
福
音
宣
教
。
赤
堤
教
会
創
立
当
時
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
管
区
長
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。
七
十
年

間
で
六
十
六
名
の
会
員
が
派
遣
さ
れ
、
現
在
は
司

祭
四
名
、
終
身
助
祭
一
名
、
信
徒
宣
教
者
五
名
が

赤
堤
・
山
谷
・
仙
台
教
区
で
司
牧
・
宣
教
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。 

祝
賀
会
は
教
会
内
と
庭
で
行
わ
れ
、
笑
顔
と
会

話
の
花
が
い
く
つ
も
咲
き
、
大
司
教
様
も
気
さ
く
に

輪
に
入
ら
れ
、
あ
た
た
か
な
親
睦
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
そ
う
し
て
、
ロ
ゼ
ワ
ー
ル
神
父
様
、
ガ
ブ
リ
神
父

様
、
エ
メ
神
父
様
、
ジ
ャ
ッ
ク
神
父
様
、
エ
テ
メ
神
父

様
、
ジ
ャ
ン
さ
ん
と
の
懐
か
し
い
再
会
と
い
う
喜
び

も
あ
り
ま
し
た
。 

七
十
年
間
、
日
本
の
信
徒
の
為
、
福
音
を
知
ら

な
い
人
々
の
為
に
平
ら
で
な
い
道
を
歩
き
、
種
を
蒔

き
続
け
ら
れ
る
ケ
ベ
ッ
ク
外
国
宣
教
会
の
お
一
人
お

ひ
と
り
に
心
か
ら
の
感
謝
と
お
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
希
望
の
道
」
を
共
に
歩
め
ま
す
よ
う

に
。 
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☆教会行事（１１月４日～１２月２５日） 

・ 

 

11 月 14 日  

 

・11 月 11 日  

 

 

・11 月 18 日  

 

・11 月 25 日  

 

・12 月 02 日  

 

 

・12 月 39 日 

 

・12 月 16 日 

・12 月 23 日  

・12 月 24 日  

 

・12 月 25 日  

 

 

 

 

年間第 31 主日 

 死者の追悼（11：00 ミサ） 

 年間第 32 主日 

 七五三のお祝い（11：00 ミサ） 

 信徒委員会（12：30） 

年間第 33 主日 

 大掃除（9：00 ミサ 1 回） 

王であるキリスト 

拡大委員会（12：30） 

待降節第１主日 

黙想会・ゆるしの秘跡 

（9：00 ミサ 1 回） 

待降節第 2 主日 

信徒委員会（12：30） 

待降節第 3 主日 

待降節第 4 主日 

主の降誕 夜半のミサ 18:00 

  ミサ後祝賀会 

主の降誕 ミサ 10:00 

 

 

◆高幡教会のミサ時間◆ 

 

 日曜日＝午前９時・１１時 

 

 平日＝火曜日１７：３０ 

    金曜日１０：００ 

 

 初土＝月の初めの土曜日１１：００ 

 メルセス＝火曜日、木曜日７：００ 

 

◆ザビエル神父様ご指導の講座◆ 

 

 ★聖書を読む会★ 

 

  毎週金曜日ミサ後 

 

★カトリック入門講座★ 

 

  土曜日＝１７：３０～１８：３０ 

  ※他の曜日等の希望がある場合は 

     神父様と個別に相談して下さい 

 

＜編集後記＞ 

ケベック外国宣教会の来日七十周年記念ミサに与

り、菊地大司教様を始め、宣教会の司祭・修道者・信

徒宣教者に会えて宣教（ミッション）について黙想する

恵みの時間を過ごしました。日頃、聖書を読み、神様

の愛を証し、伝える道を歩みたいです。どこに居ても感

謝の十字架を切る、誰にも愛を施すキリスト者の姿を

見せることが宣教の第一歩だと思います。 

 

カテドラルこどもミサ用に 

教会学校のみんなで作った 

ダンボールの高幡教会 


